
(57)【要約】

【課題】ＴＶ電話中にＴＶ電話に直接関係のないメロデ

ィやメッセージを送受しこのメロディを聞いたりメッセ

ージを見たりすることができるようにする。

【解決手段】携帯電話端末Ａ１により、携帯電話端末Ｂ

２とＴＶ電話中に、操作者の指示に従い予め格納してあ

る複数のメロディのうちから送信すべきメロディを選択

しこのメロディを携帯電話端末Ｂ２に送信し、携帯電話

端末Ｂ２により、携帯電話端末Ａ１が送信したメロディ

を受けこのメロディを鳴動する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
テ レ ビ 電 話 （ 以 後 、 Ｔ Ｖ 電 話 と 記 載 す る 。 ） 機 能 を 有 す る 第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端
末 と の 間 で Ｔ Ｖ 電 話 す る Ｔ Ｖ 電 話 方 式 に お い て 、
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 と Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 操 作 者 の 指 示 に 従 い 予 め 格 納 し て あ る 複 数 の メ ロ デ
ィ の う ち か ら 送 信 す べ き メ ロ デ ィ を 選 択 し こ の メ ロ デ ィ を 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に 送 信 す る
前 記 第 １ の 無 線 端 末 と 、
前 記 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た 前 記 メ ロ デ ィ を 受 け こ の メ ロ デ ィ を 鳴 動 す る 前 記 第 ２ の 無
線 端 末 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る テ レ ビ 電 話 方 式 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 は 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 よ り 受 け た 前 記 メ ロ デ ィ を 操 作 者 の 指 示 に 従
い 保 存 し た り 破 棄 し た り す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の テ レ ビ 電 話 方 式 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 は 、 前 記 操 作 者 の 予 め 有 す る キ ー の 操 作 に 従 い 予 め 定 め た フ ァ ン ク シ
ョ ン を 設 定 す る こ と に よ り 前 記 メ ロ デ ィ を 保 存 し た り 破 棄 し た り す る よ う に し た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の テ レ ビ 電 話 方 式 。
【 請 求 項 ４ 】
Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 有 す る 第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端 末 と の 間 で Ｔ Ｖ 電 話 す る Ｔ Ｖ 電 話 方
式 に お い て 、
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 と Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 操 作 者 の 指 示 に 従 い メ ッ セ ー ジ を 前 記 第 ２ の 無 線 端
末 に 送 信 す る 前 記 第 １ の 無 線 端 末 と 、
前 記 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 受 け て 表 示 す る 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る テ レ ビ 電 話 方 式 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 は 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 よ り 受 け た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 操 作 者 の 指 示 に
従 い 保 存 し た り 破 棄 し た り す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の テ レ ビ 電 話 方 式 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 は 、 前 記 操 作 者 の 予 め 有 す る キ ー の 操 作 に 従 い 予 め 定 め た フ ァ ン ク シ
ョ ン を 設 定 す る こ と に よ り 前 記 メ ッ セ ー ジ を 保 存 し た り 破 棄 し た り す る よ う に し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の テ レ ビ 電 話 方 式 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の 無 線 端 末 と 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 と は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ （ ｃ ｏ ｄ ｅ 　 ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ
　 ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ ） 方 式 を 用 い Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 備 え た 携 帯 電 話 端 末 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ４ 記 載 の テ レ ビ 電 話 方 式 。
【 請 求 項 ８ 】
Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 有 す る 無 線 端 末 間 で Ｔ Ｖ 電 話 す る Ｔ Ｖ 電 話 方 法 に お い て 、
第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端 末 と に よ り Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 に よ り 、 操
作 者 の 指 示 に 従 い 予 め 格 納 し て あ る 複 数 の メ ロ デ ィ の う ち か ら 送 信 す べ き メ ロ デ ィ を 選 択
し こ の メ ロ デ ィ を 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に 送 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に よ り 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た 前 記 メ ロ デ ィ を 受 け こ の メ ロ
デ ィ を 鳴 動 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る テ レ ビ 電 話 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に よ り 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 よ り 受 け た 前 記 メ ロ デ ィ を 操 作 者 の 指 示
に 従 い 保 存 し た り 破 棄 し た り す る 第 ３ の ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の
テ レ ビ 電 話 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 ３ の ス テ ッ プ は 、 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 の 予 め 有 す る キ ー の 操 作 に 従 い 予 め 定 め た フ
ァ ン ク シ ョ ン を 設 定 す る こ と に よ り 前 記 メ ロ デ ィ を 保 存 し た り 破 棄 し た り す る よ う に し た
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こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の テ レ ビ 電 話 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 有 す る 無 線 端 末 間 で Ｔ Ｖ 電 話 す る Ｔ Ｖ 電 話 方 法 に お い て 、
第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端 末 と に よ り Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 に よ り 、 操
作 者 の 指 示 に 従 い メ ッ セ ー ジ を 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に 送 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に よ り 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 受 け て 表 示
す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る テ レ ビ 電 話 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に よ り 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 よ り 受 け た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 操 作 者 の 指
示 に 従 い 保 存 し た り 破 棄 し た り す る 第 ３ の ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記
載 の テ レ ビ 電 話 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 第 ３ の ス テ ッ プ は 、 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 の 予 め 有 す る キ ー の 操 作 に 従 い 予 め 定 め た フ
ァ ン ク シ ョ ン を 設 定 す る こ と に よ り 前 記 メ ッ セ ー ジ を 保 存 し た り 破 棄 し た り す る よ う に し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の テ レ ビ 電 話 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 第 １ の 無 線 端 末 と 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 と は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 用 い Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 備 え
た 携 帯 電 話 端 末 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 又 は １ １ 記 載 の テ レ ビ 電 話 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は テ レ ビ 電 話 方 式 及 び テ レ ビ 電 話 方 法 に 関 し 、 特 に テ レ ビ 電 話 （ 以 後 、 Ｔ Ｖ 電 話 と
記 載 す る 。 ） 機 能 を 有 す る 無 線 端 末 間 で Ｔ Ｖ 電 話 す る テ レ ビ 電 話 方 式 及 び テ レ ビ 電 話 方 法
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の Ｔ Ｖ 電 話 は 、 相 手 の 顔 を 見 な が ら 電 話 を す る た め に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 従 来 の Ｔ Ｖ 電 話 は 、 Ｔ Ｖ 電 話 機 能
を 有 す る 無 線 端 末 間 で 回 線 接 続 後 、 音 声 、 画 像 、 文 字 信 号 に よ り 電 話 に 直 接 関 係 す る デ ー
タ を 送 受 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ２ ９ ２ １ ９ ５ 号 公 報 （ 段 落 「 ０ ０ １ ２ 」 か ら 「 ０ ０ １ ４ 」 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 従 来 の テ レ ビ 電 話 は 、 Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 有 す る 無 線 端 末 間 で 回 線 接 続 後 、 音 声 、 画
像 、 文 字 信 号 に よ り 電 話 に 直 接 関 係 す る デ ー タ を 送 受 し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る よ う
に し て い る の み な の で 、 Ｔ Ｖ 電 話 中 に Ｔ Ｖ 電 話 に 直 接 関 係 の な い メ ロ デ ィ や メ ッ セ ー ジ 等
の デ ー タ を 送 受 し 、 こ の メ ロ デ ィ を 聞 い た り メ ッ セ ー ジ を 見 た り す る こ と が で き な い と い
う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は こ の よ う な 従 来 の 欠 点 を 除 去 す る た め 、 Ｔ Ｖ 電 話 中 に Ｔ Ｖ 電 話 に 直 接 関 係
の な い メ ロ デ ィ や メ ッ セ ー ジ 等 の デ ー タ を 送 受 し こ の メ ロ デ ィ を 聞 い た り メ ッ セ ー ジ を 見
た り す る こ と の で き る テ レ ビ 電 話 方 式 及 び テ レ ビ 電 話 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 第 １ の テ レ ビ 電 話 方 式 は 、 テ レ ビ 電 話 （ 以 後 、 Ｔ Ｖ 電 話 と 記 載 す る 。 ） 機 能 を 有
す る 第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端 末 と の 間 で Ｔ Ｖ 電 話 す る Ｔ Ｖ 電 話 方 式 に お い て 、
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前 記 第 ２ の 無 線 端 末 と Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 操 作 者 の 指 示 に 従 い 予 め 格 納 し て あ る 複 数 の メ ロ デ
ィ の う ち か ら 送 信 す べ き メ ロ デ ィ を 選 択 し こ の メ ロ デ ィ を 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に 送 信 す る
前 記 第 １ の 無 線 端 末 と 、
前 記 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た 前 記 メ ロ デ ィ を 受 け こ の メ ロ デ ィ を 鳴 動 す る 前 記 第 ２ の 無
線 端 末 と 、
を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 第 １ の テ レ ビ 電 話 方 式 の 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 は 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 よ り
受 け た 前 記 メ ロ デ ィ を 操 作 者 の 指 示 に 従 い 保 存 し た り 破 棄 し た り す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 第 ２ の テ レ ビ 電 話 方 式 は 、 Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 有 す る 第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端
末 と の 間 で Ｔ Ｖ 電 話 す る Ｔ Ｖ 電 話 方 式 に お い て 、
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 と Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 操 作 者 の 指 示 に 従 い メ ッ セ ー ジ を 前 記 第 ２ の 無 線 端
末 に 送 信 す る 前 記 第 １ の 無 線 端 末 と 、
前 記 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 受 け て 表 示 す る 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 と 、
を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の テ レ ビ 電 話 方 式 の 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 は 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 よ り
受 け た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 操 作 者 の 指 示 に 従 い 保 存 し た り 破 棄 し た り す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
更 に 、 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の テ レ ビ 電 話 方 式 の 前 記 第 １ の 無 線 端 末 と 前 記 第 ２ の 無 線 端 末
と は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 用 い Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 備 え た 携 帯 電 話 端 末 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 第 １ の テ レ ビ 電 話 方 法 は 、 Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 有 す る 無 線 端 末 間 で Ｔ Ｖ 電 話 す る Ｔ Ｖ
電 話 方 法 に お い て 、
第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端 末 と に よ り Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 に よ り 、 操
作 者 の 指 示 に 従 い 予 め 格 納 し て あ る 複 数 の メ ロ デ ィ の う ち か ら 送 信 す べ き メ ロ デ ィ を 選 択
し こ の メ ロ デ ィ を 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に 送 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に よ り 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た 前 記 メ ロ デ ィ を 受 け こ の メ ロ
デ ィ を 鳴 動 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 の 第 １ の テ レ ビ 電 話 方 法 は 、 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に よ り 、 前 記 第 １ の 無 線 端
末 よ り 受 け た 前 記 メ ロ デ ィ を 操 作 者 の 指 示 に 従 い 保 存 し た り 破 棄 し た り す る 第 ３ の ス テ ッ
プ を 更 に 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 第 ２ の テ レ ビ 電 話 方 法 は 、 Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 有 す る 無 線 端 末 間 で Ｔ Ｖ 電 話 す る Ｔ Ｖ
電 話 方 法 に お い て 、
第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端 末 と に よ り Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 に よ り 、 操
作 者 の 指 示 に 従 い メ ッ セ ー ジ を 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に 送 信 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、
前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に よ り 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 受 け て 表 示
す る 第 ２ の ス テ ッ プ と 、
を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 の 第 ２ の テ レ ビ 電 話 方 法 は 、 前 記 第 ２ の 無 線 端 末 に よ り 、 前 記 第 １ の 無 線 端
末 よ り 受 け た 前 記 メ ッ セ ー ジ を 操 作 者 の 指 示 に 従 い 保 存 し た り 破 棄 し た り す る 第 ３ の ス テ
ッ プ 更 に 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
更 に 、 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の テ レ ビ 電 話 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の 無 線 端 末 と 前 記 第 ２ の
無 線 端 末 と は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 用 い Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 備 え た 携 帯 電 話 端 末 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ は 、 本 発 明 の テ レ ビ 電 話 方 式 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ に 示 す 本 実 施 の 形 態 は 、 Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 有 す る 第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端 末 と に
よ り 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ の 無 線 端 末 は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ （ ｃ ｏ ｄ ｅ 　 ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｃ ｃ
ｅ ｓ ｓ ） 方 式 を 用 い Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 備 え た 携 帯 電 話 端 末 Ａ １ で あ り 、 カ メ ラ に よ り 操 作 者
を 撮 影 し 、 マ イ ク に よ り 操 作 者 の 音 声 を 集 音 し 、 撮 影 し た 画 像 と 、 集 音 し た 音 声 を 他 の 無
線 端 末 に 送 信 す る 。 ま た 、 他 の 無 線 端 末 よ り 受 信 し た 画 像 を 画 面 に 表 示 し 、 音 声 を ス ピ ー
カ で 鳴 ら す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 ２ の 無 線 端 末 は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 用 い Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 備 え た 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ で あ り 、
カ メ ラ に よ り 操 作 者 を 撮 影 し 、 マ イ ク に よ り 操 作 者 の 音 声 を 集 音 し 、 撮 影 し た 画 像 と 、 集
音 し た 音 声 を 他 の 無 線 端 末 に 送 信 す る 。 ま た 、 他 の 無 線 端 末 よ り 受 信 し た 画 像 を 画 面 に 表
示 し 、 音 声 を ス ピ ー カ で 鳴 ら す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
携 帯 電 話 端 末 Ａ １ は 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ と 回 線 接 続 し て Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 操 作 者 の 指 示 に 従
い 予 め 格 納 し て あ る 複 数 の メ ロ デ ィ の う ち か ら 送 信 す べ き メ ロ デ ィ を 選 択 し こ の メ ロ デ ィ
を 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ １ が 送 信 し た メ ロ デ ィ を 受 け こ の メ ロ デ ィ を 鳴 動 す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 本 実 施 の 形 態 の テ レ ビ 電 話 方 式 の 動 作 を 図 ２ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 動 作 の 一 例 を 示 し 、 本 発 明 の テ レ ビ 電 話 方 法 の 一 例 を 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 １ に お い て 、 図 ２ の ス テ ッ プ ２ １ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ １ の 操 作 者 は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ
１ の キ ー を 操 作 し て 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ に 発 呼 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ２ の ス テ ッ プ ２ ２ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ は 着 信 を 示 す メ ロ デ ィ 等 を 鳴 動 し 、 携 帯 電 話
端 末 Ｂ ２ の 操 作 者 は 通 話 キ ー を 押 下 す る と 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ １ と 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ は 回 線
が 接 続 さ れ 話 が で き る 状 態 に な り 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ １ の 操 作 者 と 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ の 操 作
者 と は そ れ ぞ れ の 画 面 を 見 な が ら 電 話 を 始 め る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ２ の ス テ ッ プ ２ ３ で は 、 操 作 者 は Ｔ Ｖ 電 話 中 に 携 帯 電 話 端 末 Ａ １ の キ ー を 操 作 し 、 携 帯
電 話 端 末 Ａ １ に 予 め 格 納 し て あ る 複 数 の メ ロ デ ィ の う ち か ら 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ の 操 作 者 に
聞 か せ た い メ ロ デ ィ を 選 択 し こ の メ ロ デ ィ を 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ の ス テ ッ プ ２ ４ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ １ が 送 信 し た メ ロ デ ィ を
受 け こ の メ ロ デ ィ を ス ピ ー カ に よ り 鳴 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ２ の ス テ ッ プ ２ ５ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ の 操 作 者 は 、 鳴 動 し て い る メ ロ デ ィ を 聞 き 、
こ の メ ロ デ ィ を 保 存 し た い と き に は 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ の キ ー を 操 作 し て メ ロ デ ィ を 保 存 す
る こ と を 指 定 す る フ ァ ン ク シ ョ ン を 設 定 す る 。 一 方 、 こ の メ ロ デ ィ を 破 棄 し た い と き に は
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携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ の キ ー を 操 作 し て メ ロ デ ィ を 破 棄 す る こ と を 指 定 す る フ ァ ン ク シ ョ ン を
設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ２ の ス テ ッ プ ２ ６ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ １ の 操 作 者 と 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ の 操 作 者 と の Ｔ
Ｖ 電 話 に よ る 話 が 終 了 し 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ １ の 操 作 者 又 は 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ の 操 作 者 の 操
作 に よ り 回 線 が 切 断 さ れ る と 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ２ は 、 ス テ ッ プ ２ ５ で 設 定 さ れ た フ ァ ン ク
シ ョ ン に 従 い 、 Ｔ Ｖ 電 話 中 に 聞 い た メ ロ デ ィ を 保 存 し た り 破 棄 し た り す る 。 保 存 し た メ ロ
デ ィ は 操 作 者 の キ ー 操 作 に よ り 着 信 メ ロ デ ィ と し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の テ レ ビ 電 話 方 式 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ３ に 示 す 本 実 施 の 形 態 は 、 Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 有 す る 第 １ の 無 線 端 末 と 第 ２ の 無 線 端 末 と に
よ り 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 １ の 無 線 端 末 は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 用 い Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 備 え た 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ で あ り 、
カ メ ラ に よ り 操 作 者 を 撮 影 し 、 マ イ ク に よ り 操 作 者 の 音 声 を 集 音 し 、 撮 影 し た 画 像 と 、 集
音 し た 音 声 を 他 の 無 線 端 末 に 送 信 す る 。 ま た 、 他 の 無 線 端 末 よ り 受 信 し た 画 像 を 画 面 に 表
示 し 、 音 声 を ス ピ ー カ で 鳴 ら す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 ２ の 無 線 端 末 は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 を 用 い Ｔ Ｖ 電 話 機 能 を 備 え た 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ で あ り 、
カ メ ラ に よ り 操 作 者 を 撮 影 し 、 マ イ ク に よ り 操 作 者 の 音 声 を 集 音 し 、 撮 影 し た 画 像 と 、 集
音 し た 音 声 を 他 の 無 線 端 末 に 送 信 す る 。 ま た 、 他 の 無 線 端 末 よ り 受 信 し た 画 像 を 画 面 に 表
示 し 、 音 声 を ス ピ ー カ で 鳴 ら す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ は 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ と 回 線 接 続 し て Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 操 作 者 の 指 示 に 従
い 予 め 格 納 し て あ る 複 数 の メ ロ デ ィ の う ち か ら 送 信 す べ き メ ロ デ ィ を 選 択 し こ の メ ロ デ ィ
を 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ は 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ と 回 線 接 続 し て Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 操 作 者 の 指 示 に 従
い 作 成 し た メ ッ セ ー ジ を 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ に 送 信 す る 。 あ る い は 、 予 め 格 納 し て あ る 複 数
の メ ッ セ ー ジ の う ち か ら 送 信 す べ き メ ッ セ ー ジ を 操 作 者 の 指 示 に 従 い 選 択 し こ の メ ッ セ ー
ジ を 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ が 送 信 し た メ ッ セ ー ジ を 受 け て 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 本 実 施 の 形 態 の テ レ ビ 電 話 方 式 の 動 作 を 図 ４ を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 動 作 の 一 例 を 示 し 、 本 発 明 の テ レ ビ 電 話 方 法 の 一 例 を 示 す
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ３ に お い て 、 図 ４ の ス テ ッ プ ４ １ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ の 操 作 者 は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ
３ の キ ー を 操 作 し て 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ に 発 呼 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 ４ の ス テ ッ プ ４ ２ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ は 着 信 を 示 す メ ロ デ ィ 等 を 鳴 動 し 、 携 帯 電 話
端 末 Ｂ ４ の 操 作 者 は 通 話 キ ー を 押 下 す る と 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ と 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ は 回 線
が 接 続 さ れ 話 が で き る 状 態 に な り 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ の 操 作 者 と 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ の 操 作
者 と は そ れ ぞ れ の 画 面 を 見 な が ら 電 話 を 始 め る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ４ の ス テ ッ プ ４ ３ で は 、 操 作 者 は Ｔ Ｖ 電 話 中 に 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ の キ ー を 操 作 し て メ ッ
セ ー ジ を 作 成 し こ の メ ッ セ ー ジ を 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ に 送 信 す る 。 あ る い は 、 操 作 者 は Ｔ Ｖ
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電 話 中 に 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ の キ ー を 操 作 し 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ に 予 め 格 納 し て あ る 複 数 の
メ ッ セ ー ジ の う ち か ら 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ の 操 作 者 に 見 せ た い メ セ ー ジ を 選 択 し こ の メ ッ セ
ー ジ を 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ４ の ス テ ッ プ ４ ４ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ が 送 信 し た メ ッ セ ー ジ
を 受 け 画 面 に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ４ の ス テ ッ プ ４ ５ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ の 操 作 者 は 、 表 示 し て い る メ ッ セ ー ジ を 見 て
、 こ の メ ッ セ ー ジ を 保 存 し た い と き に は 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ の キ ー を 操 作 し て メ ッ セ ー ジ を
保 存 す る こ と を 指 定 す る フ ァ ン ク シ ョ ン を 設 定 す る 。 一 方 、 こ の メ ッ セ ー ジ を 破 棄 し た い
と き に は 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ の キ ー を 操 作 し て メ ッ セ ー ジ を 破 棄 す る こ と を 指 定 す る フ ァ ン
ク シ ョ ン を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ４ の ス テ ッ プ ４ ６ で は 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ の 操 作 者 と 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ の 操 作 者 と の Ｔ
Ｖ 電 話 に よ る 話 が 終 了 し 、 携 帯 電 話 端 末 Ａ ３ の 操 作 者 又 は 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ の 操 作 者 の 操
作 に よ り 回 線 が 切 断 さ れ る と 、 携 帯 電 話 端 末 Ｂ ４ は 、 ス テ ッ プ ４ ５ で 設 定 さ れ た フ ァ ン ク
シ ョ ン に 従 い 、 Ｔ Ｖ 電 話 中 に 表 示 さ れ た メ ッ セ ー ジ を 保 存 し た り 破 棄 し た り す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の テ レ ビ 電 話 方 式 に よ れ ば 、 第 １ の 無 線 端 末 に よ り 、 第 ２ の
無 線 端 末 と Ｔ Ｖ 電 話 中 に 、 操 作 者 の 指 示 に 従 い 予 め 格 納 し て あ る 複 数 の メ ロ デ ィ の う ち か
ら 送 信 す べ き メ ロ デ ィ を 選 択 し こ の メ ロ デ ィ を 第 ２ の 無 線 端 末 に 送 信 し 、 第 ２ の 無 線 端 末
に よ り 、 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た メ ロ デ ィ を 受 け こ の メ ロ デ ィ を 鳴 動 す る た め 、 Ｔ Ｖ 電
話 中 に Ｔ Ｖ 電 話 に 直 接 関 係 の な い メ ロ デ ィ を 送 受 し こ の メ ロ デ ィ を 聞 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の テ レ ビ 電 話 方 式 に よ れ ば 、 第 １ の 無 線 端 末 に よ り 、 第 ２ の 無 線 端 末 と Ｔ Ｖ
電 話 中 に 、 操 作 者 の 指 示 に 従 い メ ッ セ ー ジ を 第 ２ の 無 線 端 末 に 送 信 し 、 第 ２ の 無 線 端 末 に
よ り 、 第 １ の 無 線 端 末 が 送 信 し た メ ッ セ ー ジ を 受 け て 表 示 す る た め 、 Ｔ Ｖ 電 話 中 に Ｔ Ｖ 電
話 に 直 接 関 係 の な い メ ッ セ ー ジ を 送 受 し こ の メ ッ セ ー ジ を 見 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の テ レ ビ 電 話 方 式 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の テ レ ビ 電 話 方 式 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 動 作 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 携 帯 電 話 端 末 Ａ
２ 　 　 携 帯 電 話 端 末 Ｂ
３ 　 　 携 帯 電 話 端 末 Ａ
４ 　 　 携 帯 電 話 端 末 Ｂ
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